
20

下
野
市
介
護
家
族
教
室

開
催
の
お
知
ら
せ

下
野
市
で
は
、
現
在
40
歳
以
上

の
方
を
介
護
し
て
い
る
方
を
対
象

に
、
次
の
と
お
り
介
護
家
族
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

各
地
区
で
開
催
し
ま
す
の
で
、

都
合
の
よ
い
と
こ
ろ
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

●
日
時
と
場
所

▼
石
橋
地
区

７
月
28
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場：

き
ら
ら
館

▼
南
河
内
地
区

７
月
25
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午

会
場：

南
河
内
公
民
館

（
南
河
内
庁
舎
と
な
り
）

▼
国
分
寺
地
区

７
月
25
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場：

ゆ
う
ゆ
う
館

※
平
成
18
年
度
の
開
催
予
定

９
・
11
・
12
・
１
・
３
月

●
テ
ー
マ

「
上
手
な
ス
ト
レ
ス
解
消
法
に
つ

い
て
」

〜
体
を
動
か
し
て

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
〜

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

▼
石
橋
地
区

下
野
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

1
（
51
）
０
６
３
３

▼
南
河
内
地
区

下
野
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

南
河
内

1
（
47
）
１
１
６
５

▼
国
分
寺
地
区

下
野
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
か
そ
ね

1
（
43
）
１
２
２
９

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
等
に

対
す
る
書
状
の
贈
呈
に
つ
い
て

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

（
事
変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の
区

域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤

務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字

社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従

軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受

給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の

ご
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
お
り

ま
す
。

ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か

ら
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
請
求
期
限
は
、
平
成
19
年
３

月
31
日
ま
で
で
す
。

●
請
求
用
紙

請
求
用
紙
は
、
高
齢
福
祉
課
の

窓
口
﹇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら

ら
館
内
1（
52
）
１
１
１
５
﹈
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
書
類
の
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
１
０
０
‐
８
９
２
６

東
京
都
千
代
田
区

霞
ヶ
関
２
―
１
―
２

中
央
合
同
庁
舎
２
号
館
８
階

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務
担
当

1
０
３
（
５
２
５
３
）
５
１
８
２

5
０
３
（
５
２
５
３
）
５
１
９
０

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験
の
お
知
ら
せ

●
日
　
時

10
月
22
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

※

試
験
時
間
は
、
解
答
免
除
等

の
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
試
験
会
場

・
第
１
会
場

宇
都
宮
短
期
大
学
付
属
高
等
学
校

・
第
２
会
場

と
ち
ぎ
健
康
の
森

●
試
験
案
内
書
の
配
付

７
月
上
旬
か
ら
８
月
10
日
ま
で
、

高
齢
福
祉
課
窓
口
（
き
ら
ら
館
）

と
各
庁
舎
窓
口
で
配
付
し
ま
す
。

●
受
　
付

７
月
11
日
か
ら
８
月
10
日
ま
で

受
付
け
を
し
ま
す
。
試
験
案
内
書

に
同
封
さ
れ
た
封
筒
で
、
簡
易
書

留
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
験
料

８，
０
０
０
円
（
予
定
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
０
‐
８
５
０
３

宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７
‐
１

と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験
担
当

1
０
２
８
（
650
）
５
５
８
７

親
子
統
計
教
室
参
加
者
募
集

栃
木
県
で
は
、
統
計
グ
ラ
フ
の

作
成
を
と
お
し
て
統
計
の
正
し
い

作
り
方
、
見
方
、
使
い
方
を
知
り
、

身
の
回
り
の
出
来
事
を
グ
ラ
フ
で

表
現
す
る
技
術
を
養
い
、
統
計
グ

ラ
フ
に
興
味
と
親
し
み
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
統
計
グ
ラ

フ
栃
木
県
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
積
極

的
な
作
品
応
募
を
呼
び
か
け
る
た

め
、
次
の
と
お
り
親
子
統
計
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時

８
月
６
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

●
場
　
所

宇
都
宮
市
野
沢
町
４
‐
１

パ
ル
テ
ィ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

統
計
グ
ラ
フ
の
作
り
方
な
ど
講

義
の
後
、
親
子
で
実
際
に
統
計
グ

ラ
フ
を
作
成

●
対
象
者

県
内
の
小
学
生
（
３
年
生
以
上
）

と
そ
の
保
護
者

●
参
加
定
員

30
組
60
名

●
参
加
費
用

無
料
で
す
。

●
申
し
込
み
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
、
７
月
14
日
（
金
）
ま
で
に

栃
木
県
統
計
課
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９
‐
８
５
０
１

宇
都
宮
市
塙
田
１
‐
１
‐
20

栃
木
県
企
画
部
統
計
課

1
０
２
８
（
623
）
２
２
４
２

5
０
２
８
（
623
）
２
２
４
７

ﾒｰﾙ：
tokeika@

pref.tochigi.jp

平
成
18
年
度
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
更
新
講
習
会

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
の
更
新
講
習
会
を
実
施
し
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
日
　
時

９
月
15
日
（
金
）

午
後
２
時
〜
４
時

●
宇
都
宮
市
明
保
野
町
７
‐
６
６

宇
都
宮
市
文
化
会
館（
小
ホ
ー
ル
）

●
申
し
込
み
受
付
期
間

７
月
20
日（
木
）〜
８
月
２
日（
水
）

当
日
消
印
有
効

●
更
新
講
習
会
対
象
者

現
在
こ
の
資
格
を
有
し
、
有
効

期
限
が
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

の
方

●
更
新
講
習
会
申
込
書
類

申
込
書
類
は
、
財
団
法
人
栃
木

県
建
設
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら

本
人
宛
に
申
込
受
付
１
週
間
前
ま

で
に
送
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

（財）
栃
木
県
建
設
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

〒
３
２
１
‐
０
９
７
４

宇
都
宮
市
竹
林
町
１
０
３
０
‐
２

1
０
２
８
（
626
）
３
１
８
７

総
務
課
（
担
当：

清
水
）




